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五 + M 文次さん 

公私日 E の研究 
(柴埼町3丁目〉 



©來蕃一さん 

古文瞥の研究 
(柏町3丁目〉 


街並やそれを囲む自然が、急速に変化していくなかで、忘れられてしまいつつある、方 
言や歴史、そして民謡，古にしたためられた窨のなかには、生活の様子や時代の流れなど 
がホットに鲁きしるしてあった。そして、今、時の薫りを伝える。 



いつも， 

藝らし 

出会 v 

永いおつさあ L 

皆さまの慕ししを 
お手伝いし it 

$焰王纽行 




防災向上に、企業も一丸 

自衛消防职铼審査会が今年け3 
扣日立龙グ7ウン n こて）も行われ、新 
車槊所を加え41:女忖《含〉チームが参 
加* * 安全•被速をモットーに 、I 
月前から事業所の大きな協力を 
[ 頂き、訓練が進められてきた C 成繽 
発表の時には-; S ぐむ人もいて、連 
日の訓練の厳しさがうかがえた。 
男子は、都下水道局住重高杉チーム、 
女子は、»»丹立川店が優»した 
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M 立川クイズ ■ 

筏に組まれて多庠川をドり、 
江戸へ*ばれま I たが，羽 H 
の m や幕府許可の推船場を涵 
るには、お僉が必要で1た3 
では，，： n ! ff の渡し♦の場合， 
それはいか程に粍や？ 

@5•乂②9文③13交{ちなみ 
に3時•大工の日当は13文位) 

〔10月号の答} © 

強風「赤つ風 j が吹くと舞い上 
る土で辺りが暗くなつた、と • 


真如苑だょリ 

あつといぅ間<:秋が深まつ 
て I まいま I た。冬仕¢1:追 
われていらつ L やるご{豕庭も 
多いのではないでしょうか- 
米るベ$冬に(£ぇて、身も心 
も唼 io :: お出かけ下さい❶ 
お fj ちしています。 


承 
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日時 llc :12 日¢1) 

午後2時彳4時 
■御木* • A 如 t 物餡をはじ 
め tL て映画など®りだくさ 
んの用意がしてございます0 
■立川市 K {成人) t : 限らせ 
r て項きます* 

■お申し込み 
一. a 「えくてび 

あん•コンパ 

〔一ーオン」< 本 S 
を手 i « してく 
れた人》へ • 




「公私 n 4, l.iLJt いうのは蘇求、 n 本 
が大きく变化する時代の^川の名主， 
鈴木平九郎という人が公私にわたつ 
て残した le 錄な厶だけど*これ14:詳 
しい mMi は珍 I いんだ*肖時 il 川が 
其常に進4だ卜 life 柄だったとか、炎 
在な話がい<;ばいだし*登場する入 
物がとても魅む的で； T まさに， - r : 箱。 
だょ* 50 才の時•それまでと i £ ラ何 
かをやろうと始めた全くの門外萊が 
ここまで较けられたの U 講 W の伊 
藤充生{近|»:史)のお蔽だね。 


ここに 

浅しておかな3やな，と • 7年程 Hii 
から温めてあつてね C ちょぅど ■» 立川 
のわりべ遊び•わ-:'ベ喂.•の本を作っ 
てたころで、哚れつつある*^.一 f を 
«■、••留めておかな> や* ヶ•川中を 
W き1?]りましてね；方： r ： を is してく 
ださい*といつてもそぅ as せるもんじ 
じやない。&々.丄たしましてむ W 
人かで宵ってもらい，心が打ち解け 

るのを侍<>たりと…* fls し. n "« を 

文卞!:®すのもづれえもんでした” 

方 S の温かさは忘れたくないね“ 



第 30 代•勝又高良氏辨乂氏が 

立川駅長の辞令を手にした頃、 
立川の W は不 S 2 な空 «. に包まれ 
ていた◊総； HtsaBlfi ] 衿事会で「立 
川*地撤去， d ^ i 隊移駐反対労 
姐 It - 鬪会埭 J の設 S が決定され 
たのである。®未になると毎度 
のょぅ1:米軍の北ベトナム堞擎 
に fa 議するた労 is と•これを阻 
止しょぅとする機動隊との激1 
い锊迫り合：、が繰り返されたゥ 
駅構内のバラスト{榇路に敢い 
てある砂利》が投石に他用され 
た為•線路の路盤をアスファル 
卜化 I ，駅構内への不法 S 人に 
ょる運転事故を防ぐ ：； r m を^ 
け、找線を is るなどの防護策が 
取られた•また、佥労遑 UIDO 人电 
位のグル—プ毎に屯电を使って 
立川駅に集結する為、^乗客 


とのトラブルを避ける, g 昧からも 
駅110ら北 U 改扎に立ち、 ft 观诱 
#した* •(. 般のお客さんに絶 ：？ tf 
找をさせてはならない/》その I 
念だったという。その^•勝 X 駅垃 
は一 C ： も休 c -亊が出米なかった。 


第 31 代•常轚具美氏常盤駅長 li : 

職 fl との協調•融和なく I ては円 
滑な業務は望めない tL て、 Iffr - 
r l '-々 l : 労組の分会長と今後の方針 
について検 stL 合つた。また，そ 
の存在すら忘れ去られていた*地 


区クラブ*を復沾。ゾフトボール、 
_接•将^:のレクリエーシ1 
ンの場を^;に f £ 供する他 、 M 
涼会^の { S しを閒くことじより 
職 a ;人！人との枝 te を W つた。 
この年の K 、 特^^中駅以外 
で U 初めて、白い盛£服 
が支給されたが、それ1: 
合う！£がなかなか»当ら 
ず' 休みを1 ntt してよ 
うやく入+することがで 
きたという*新 L い制服 
に対する利叫客の評判も 
まずまずであつた • 

ヶ川駅長時代、 tt も印象に残 
つた出*:丰は昭和47年1 2 nr に .V 
川栋地へ移 1 U : して米た時丄 < c % 
隊祆部方 IM 航空隊に招待され， 

へリコブタ I <:来って^川釈 h 
空を飛んだことだという。 




会ができて25年、怍打ち nu を残そぅ 
〇て始まつたんだ”初代会 K : の山本宗 
玆氏と砂) II $いて、いろいろな n { を 
採集したけど*中には tfe めながら tm 
えて li •つたのもあつてね"とにかく 
後樾者作り•か人变な A だ。わらべ m な 
んか希望名 U いても手不足で增やせな 
ぃのが3?念だょ。「伝承民雄保存会」は三 
多乎でも砂) II だけだし’文化を後 III に 
伝えていく k 切な二とだから若い人 
1:どんど4参加して|^1いね” 

いにしえ さ と 

古の郷土の 
薫りを今 

結成 I て3年®で•まだ i だ雛です 
けど。-5^公^館\」沏かれた*义-*の 
««[ が UJ つ掛けで令•が W 米まして，い 
までは15〜1¢名の方と共に n 回の研 
究会を照いています。+:に本：5：の名* f : 

鈴^家に fe わるものを中心<:統んでま 
す-.-これが文に ,1 5時の1:活の様子を * fe 
明に示してありまして' その一つに、 
&府の命で架“た倚 c ^ ft 金の埔求やら、 

鲇献 L のェピゾード等々 A やつば 

分の郷 h を知わたい1奵きですからね。 


/ / yr .: 川の未米*が方々で雄ら 
In る" iv 一：：：悚もその；つ。36年 
/ 10 月に針！；決^ on 、55%-3 
/ H に答内部中 K 都 rlj とし 
/ て注 nr されるわが fir にとつて 
^ nl 装な榇 " 3年11一部が、66 

1橋 
兼日 

来 JH 
未立 

^ 年に全闶間通、と...°近.4;來には 
ー モノレ—ル1¢幽さ n ている0 

\ 「 iH ^ J の名も近隣の市の» 

^ [fl のもと名付けられた。多く 
y の Ifili に i を*ぷ极 CL •大 
\ いに*しみ愛されるであろう。 

H 两か5 I 

•中 活のなかに•ごく S 然に使っ 
ている々： r 葉や出来ごと•時という 
流れに乘つていくとその WM の A : 
きさに) R くことがしばしばであり 
ます。*い文献を解流 I たり、み 
今«民^を电めてみると思いのほ 
か•郷士に対する興味が深まるも 
の • s ± 兄町にある^史： a 俗資料 
鲔で坶±を探索してみては籲先=: 
行なわれたミス平^ n ンテスト、 
傦しくも人賞ならず。来年は ， A 
なたが主役。詳しくは商工会%所 
へ#ん/年はォリンビックロ和の日 
本"テレビに釘付けの恶 X 候が« 
く中をソウルでは' わが街の美帆 
ちやんが人きなブレッシャ I のな 
か•力強く技を兒せてくれた。苦 
堉のなかでも全力を尽す大切さを 
教ぇられたのは，与方だけで I ょ 
うか •今〇 も千す昨〇：の色のぇく 
てび*ん 

(■篇> 石*##{小川蜘孑#.3滑子»州« 
田*|»9?潘上》£半沢正弘||(田憷子 
天野耽! PI 後橋 I « n 由曲！！治 
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*ソウルオリンビック r . J 女子 f ^ M 選手の I 人 

として参加の^.川人•佶 ㈩ 芙帆さん。決してべ X 

卜ではない体調等、様々な悪条件を ii 境#しい W 

神力で*服、日本女子でただ一人•個入総八3に出 

場しました。^^の強«相手に令；力を从、1た关帆 

ちやん*人きな拍手をおくりたいと思います。帰 

围 *?* 々の全国 rsi 校選执で餐々の後勝、休む問も 

なく次のバルセロナに IUI けトレ— f ノグを開始，と 

いぅハ—ドさ VK ガンパレ、明日の^®ちやん/ 





























































⑤ 


あ 一とさ ろル 


晚秋の「あ— とさろん」 は、写爽家の方々 
をお呼びしました。*その分野ならこの人省と 
3われる方ばかり"- K まれてきた*実績*は • 
さすが、であります0 



® 『ファインダ—の中に轮を tt ifi すも J のが写真家、と*^際 
写真サロン他、教々の lit をとる* (窗士見町》 



'►•世界 をと び囬る。バングラデシュ写真 
展は民族の*精®•を表現‘！ t い押価を" 
(富士兑町> 











